
斉よび形与万法を見世すこと。

のこ肩堆定の病吉•発生防止効果についての志沙よぴ洲表,
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2 3 林建枫械の性捷試験に闱する研究

23-!小形可は式誨編

1. 試段担当者

俄披得灰:山雖三平

機械第二硏究室:三时和男・平松 好•貽内正质

2. 試公目的 ^

休栗作業・の倒柜匕が・些するにつれ•外国席の冬作らず闰渉林燃披;ニおいても.网一種類に 

顼する林装棣械が多效社の手で用作されるようになって&た。•これらの间ー狂類多数榴丙の林業 

横械が,はたして,林粟生産の労偷生産性の向上に役立つのみならず全林業目的に・適合するとい 

5 .林淺滋械としてガつべき基本性能をそなえているかどうか.その削定に役立つ性能基準を確 

立しておくことはきわめて也要なことといわねばならない。すなわち・これによりユーザは林業 

浪械の適正なる選択に役立たしめることができ.またメーカは怵关機械の改良の貝体的な技術資 

片を理待て•さるほか•林業・機械の規格統一に役立ち•林業機械の全林業目的に克合った嵌械性能 

の向上にR献でき,ひいては林斐の生産性向上に日献せしめようとするものである.

3•前年度までの経過とえられ結票

林業機械研究から林業根械普及にいたるまでの基本になるべぎものとして.この種の性能試験 

が一以せる思想のもとに国堇林業滅験場の手で実行されることが,きわめて必要であるとの灾際 

普繰^にもとづく ［飾のもとに.この試験研究に必要な侃気的凋定計;な価,、!:び性能試験装置の創案 

试作を.一般会計試験研究機械購入費の疣助を丸て.昭初5 5年来故年にわたり進備をす十めて 

きた。昭和5 7年:ていたり,海外からのチェンソーの輸入戒種が増加し,その選択の必要に・ま 

られた林野庁枭務課からの耍望および民有林機械閃係者,ユーザ等の要望もあって.林楽試験楊 

で独自に考建した動刀灘fe能試験装般による内外:貝チェンソー各機の性能忒験を圖始した。

•この動力绛性能試旅装脸は.内外諷各睡のチェンンーを,まったく同一条件で,エンジン回転 

は,ナエンソー送り速度あるいはソーナエンの種預等を任彦に選択して.冋一樹種同一材稲のほ 

,们可一喚糸ナ片邦潔木材を制断させ.その実際に木材を:^新する時のトルク,馬力»概料消 

費M： •回駁数.踞断速度の測定を可能ならしめるもので,田内のみならず海外ておいてもその例
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をみない林業試験爾m自の澀云装置であろ。

この動力鋸な能彩装両によろ内外漫わ2 〇ゆ足らずのチェxソーの録断性能纏析をおこな5 

とともに.これら内外製各初のチェンソーの構造踏折もあわせおこない.林踏械としてのチ・ 

ンソーに関するでぎるだけ塞本的にして偌合的な极..•小の" .ウ・この枪の林关;.

械の改良および使用;て役立たしめた。すなわち、これらの球よりえられた尚果の槌要はつぎの 

とおりである。

チェンソーの性能試験結果;

(矽 ダイレクトドライブ形チェンソーの媳节重りは.度示されている重債より多少帀いSのか多 

い。

(お 同一婀容蛍のものであってb .欺タ〔.拼^,附va孔の断面積を大きくとるように没"し 

てあるものは,そうでないものより单位排紫容适当り出力が大さく,細忻能力もすぐれている 

が,燃料消費地は多少多くなる。

(め チェンソーの単位実用最大馬カあたり装備币顶および単位排気容执あたり宝用做大為力を性 

能誅験した刻定値よりしらべてふると.由那は2〜3M/0 後七・は4 5〜7 0吟％の疝曲 

にあり,汎用の2サイクルガソリンエンジンを原動桜にもつ機械にくらべて.きわめて惟徴临 

出力化されているが,こんごますますこれらの値を低下めろいm可上させる必要べある。

(d)ソーチェンの張りは,木材・匆齿時のチェンソーのとりあっかい中きわめて大切なことで,浅 

りすぎてもゆるみすぎても余分な倨｛9!トルクを必菠とし・たえず海の張りすなわち無色荷な 

状態でもっともかるく手でまわすことのできる程度の張り具合に调節しておくことが,詰局チ 

ニンソーの瀉断能力をフルに発押できるものである。案内板の先端忙 ワーラノーズのないと 

のとあるものとでは,この張り此合をかえてやる必要があり•ローラノーズのないものでは案 

内板長さ2 4〜2 5 in・のちので案内板中央部でのソーチェンの自然垂るみが2〜3 gくらい【て 

なるゆるさ. 〇 ーラノーズのあろものではこの自然垂るみがほとんと’Omになるくらいのむし 

ろ張り気味に調整する程度(すなわら.これが普通いわれていろソーチェンを手でまわして、 

番かるくまわる程度の張り具合となる)のとき,チェンソーの您断能力をもっとも有利に発诫 

できることが灾験的に立証された。 ・

(°)ヂエンソーの木材鉛断時に必要とするトルクは.挽幅(場合によっては直径といいかえるd 

とが•できる)’細断速废(チェンソーの送り速度とか押しこみ力とかいいかえることができる) 

の恤に正比例して増大するが.ソーチェン速度の増加には逆比例して波少する。

すなわち,これ・をチェンソーの操縦法に応用すれば,恒徑が大なる木材を蛔するときほどチ
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,ソソーの送り迷度を近く,送り速度を早くして,チェン連度び低下し,ナエンソーのエンジン 

トルクが増大し,チェンソーの出カー杯のい?つくような秋四となってくろなら.その送り速 

度をおそめ.チェン速度をはやくして•咨か:t食拾をもたせて诺断する方が.チェンソーの使 

い方としては有利であり•チェンソーエンジンの方企の向上に役立つものということができる。

(；•)チェンソー空毎炸の虫動トルクおよぴ出力は,0.1〜0. 2 m 匕前後•2-3.5 PS団後の 

ものがほとんどで.正咔河廚トルクおよび出Jlii a1—0.4 mkr .虫5〜2.5 Pnの範囲で仕 

・をしているものが多い”

(e)冋Tt蜩冋ー排気容縫のダイレクトドライプ形とギナドライプ畛とな比乾してみると•ソー 

チェンのビンチが前者は7/i 6i E役者ぽ改i nで.あきらかK後者の方がソーチェンの切削抵 

仇TKきBこもかかわらず,ギャドライブ形の方が同一木対をより速く :統忻でさ.より大きな站 

斷能力をもっていることがみとめられろ。

これは本邦のような外材にくらべてそ5直崖の大さくない木村を施断する蝎合には也量の癖 

るいダイレクトドライブ形の方舟作楽上は冇利とかんがえられるが,外村のような大径木を免 

阳する塌合は・多少币:仙が取くても,ギャドライブ形による方かより速く携断でき•また排気 

容鼠の洛姻クラスのダイレクトドライブ形では問に合わないことをしめしている。

(h)排気容幾7 〇〜10 6 CCの範网において.チェンソー各機理のスロブトル全開滴沂時にお 

ける燃料消做率は.大休において排気容損:の大きし、ものほど大きいが,M速ガバナーのついて 

いるものの方がついていないものより概して大さな燃料•消費率となっている。なおその大測値 

は毎秒1CCを上下する値である。

また一定の木材に対し,チェンソー各機のもつ最大舗断速度は,それぞれのチェンソーの性 

焼に応じことなり,これにより各HIのチェンソーの鎖I折能力を比杖することができる。すなわ 

ち一定の木材に対する最大鑑断速度の大ドいものほど林業概械としては有利なチェンソーとい 

ラことができる。しかしてこの跟:大海断速度の大きい•エンソーはその小さいチェンソーより

徳料消費率は多いのが普通である。

またいま,ほ,朋一の垠大魅折速度をもつダイレクトドライブ形のチェンソーとギヤドライ 

ブ沼のチェンソーを比較してろると・当然のことながら,ギャ卜'ライブ形の方が少ない盛科消 

堂率ですむことになる。

(>)ソーチェンの形式別成削性能のちがいを検対するため,動力源に冋一・電姗をえらび・同… 

案内板にピyチ41/^int7Zl6i nのラウンド彩,チャンファー形.スクレッナ形等のソーチェ 

ンの木材御圻トルクの副定をおこない•さらに超高速鹿字貢撇影による木材切削作用をあきら
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かにし,各切歯注かならずしもたえr木材切削をおこなっておらず•パランキのふろ二とさ•た 
しかめ,ソーチェン速度•切・ヒ・ブナ,をリ速.匿などからもとめるソーチェン宣"｝りこ丁电.•> 

计算弍はこの点で修正を•くわえる必龙があり,修］狀で前算すれば顷村の哭舟ッさと;' * 
い切りこみ虽が推定できる。

(j)チェンソーにより木材を忠原窘断する;。必妥な炬断トルク(T)の筑定式は

T=T/2/.r・u・％. —/―

ここで,恥:空飯驱動トルク

f :切圈1枚忙作用している单位切创抵杭カ

腿:切盛痢
白:挽临
r :切歯先の・/動回<£半侄
V/ :チェンソー送り速既
V© : ソーチェン速废

チェンソーのスロハル全関阔听時巍項也負呈C/•は.次式より莉位でJM

シ=’・り・七・t

ここで.遍:排題容飛
N「:エンジン回优敖
I :籍斷時問
レ:常数,描・吸。排気孔面瑣の大れ、ものは0.096 

普通のも0(10.0 8うをとる。
昭:和3 9年からは,上述のチェンソーの性能武駿を循洪魚について魅続実抱するとともにと 

く 1てソーチェンの切酗生能につき比散検討をおこなってきているが,さらに国産刈払機がひろ 
く普及し,その扱種数は新旧あわせれば敖十新を致え,チュンソー同欄性能試験の必要とされ 
るにいたった<,

すなわら,わか固独待の造祢用可扱式機械としてひろく啓及をみている刈払機については, 
勿房海外において性能.试轶かおこなわれた形跡はなく .彬&试!立場において理目に削’条せる刈 
払檢性觎矽装!なを試作し,これほよる国産刈払扱2 〇玫戏の刈払御祈性能沈険を実施した,

この刈払翅性能試暁と併行して•刈払檢各成の搆造解析も実施したが,この性能解析お!ぴ

—2 44—

溝造解析の姑果の睇要はつぎのとおりで.るる。
刈払供の性能試沒結果: ^

(a)事吳.容枇2 0-50' iChたる大小の2サイク«エンジンを?,した避刈払破は,住提 
吕の・をエンノン计「I〔でしめ.長讷茄』;.：2〜5 ;ひ,知。かさ"車れL.ヾ同ケース市 
量1～2町,ハンドルその他帝/1祖弱程度で,エンジン筋以外の午昱は快!¢別にさわだった 
大差があるとはいえず,エンジン部页量がいずれの頒朴でも全依矿上に对してもっとも大きな 
比柬をしめている。したがって刈払瞬用エンジンをチェンソーエソジンと株位胃力あたり車:ぶ 
な£・について比殺してみると.なお修比鸟出力化しうる釣也かのこされて・;り.捋栄刈払横用 
エンジンをあまり聞をあげることなくより粧r高出力化すれば•それにより刈义偎の全体市 
提もさらに相当我度軽減できろものと坳待される。

(b) 何払縫およぴチェンソーに探用されている玆心クラブチの湾造に涣討をくわえ,谷律の琳造 
のもの氏共通した伝注トルクTおtぴ保台回転敘跖 の計株式をとりまとヾ、•設;计詩尊上容埒 
に使用できる計算図表を作製した。

(c) 長軸部は•刈払い卷断にたえる煦度を保持する必要があるが・その代・的爲孫の扬讷都の曲 
げモー メントの舞性限虔;•こついて比較計歸した結梁・ L构容は5 〇 CCクラスのエンジンを装 
節した刈払横の長,圈部の曲げ壬ーメントの亦性限度は13. 6〜2 4 m財で平均15宀グ曲後で 
あった。したがって.芯襟刈払作芸時に.これ以上の力でふりまわして刈払うと,响辛荷重に 
より刈払扱幻:明員してし:！!うこととなり,ふりまわし速度は.政械別K •長軸および頸部の強 
度に応じる卜分な注意力;あ疫である。

0)刈払封取付軸径は1血ず2 5. 4皿に統一されつつあり,使用者がわに•翌裾メ・カーから市 
贩されている丸鑼を隨意に還択辟入して・任意の刈払棣にとりつけて使用て.きる自由をあたえ 
る必耍がある。

(〇)刈払爛玩に必要なトルクは,刈払械を左右にふりまわす刈払速應の増加に一次的にiE比例し 
て増大し・丸籍歯周速の増加には一次的に反比例して液少する。また刈払木の断面段の増加忙 
は一次的に反比例して増大する。しながって,刈払木の材’なおよび寸法,刈払速度が一定て•お 
れば,丸裾毒周溪がはやいほど刈払線欧に必要なトルクは少なくてすみ,同一の刈払機てーるれ 
ば.丸纏应径の大きいものはど.あるいは顕部閔車波速比が1以下のものより1の方び.大ぎ 
な刈払爆浙能力をもっていることになる。

(f)刈払機の丸密が刈払木を一挙に刈払紺斷するとき院艘出力(F )は次式より針算できる、:
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2^N<y 1 〇 7:
P =------------------(:.—り•9 〇Z - • ーー • • • Si n m •----- ゝ

75・60 时 2 ん

ここで•腿:エンジン回星•女,m :毎?j荷時依動トル久,:刈払丸り：!ii >k：C作闵する〃 

门'刈払极の伝動勃宰・ 〇 :頸部波達比・ d :丸.t :同あさり福.仞:刈払钢所中" 

の丸鯉也の実源に切创していろ如中心に位啊する歯先の丸卷中心をとおる刈払ド::忻方向に:订 

する巫德からの角坦炬(V.r :ん咨由肉菠・气:刈ぬ度・人:刈纨木!听面敬。

(£)この刈払圈生能彫茨壮でもとめられる各彼のエンジン回斯孜(心)別の狀面«U時大別;...

速度A . V/-mexと樂位時間あたり杰科用費员岩=!とつ比,すなわち

A-V/ ma.x . 1?～=1
コ " •>るいは-----------

しじ=1 k- vf max

は,刈払懐各ら秋の刈払沼断性催の比校を容易ならしめるということかできる。

ついで电和4 〇年度後半にはいって.チェンソーの防振対策の一環として.防振八ンドルの 

防捜効果につき比蛟検討するXう.林?fT?菜秀那より技％をうけ・チェンソー性能試験の結梁 

より一般会訐試験研究機成勝入費の援助をえて浄伽をすすめてきた抵般制定裂催を急誠活用す 

ることにより.とくに国有林で採用されている内外钮チェンソーの防眼ハント・ルの防农効果を・ 

林芸武坡塌独自の公正な測定方法を案出することにより比絞検討をくわえた“この結果•主段 

磯秘に一定基準以上に効果のある防揑ハンドルを援用させる'!とに成功し,この種防振八ンV 

ルつ言チェンソーの供用により振動障害発生を防止するに役立たしめることができた。

公刊せる研究辍告

1)山豚三平ほか:動力箫性能試験(I),日本林学会大会溝演集№7 5

2 )山脇三平ほか:動力鉛性能試教(JI ),日本林学会大会講演集血7 4

5)山感三平ほか:チェンソーの性能試雑.林荣試琰場研究報告版!6 〇

4)山聽三平ほか:刈払機の性能密,日本林学会大会用演果Nd7 5

5 )山,隊三平ほか:小形造心クラッチの構造な計算図表

6 )山協三平ほか:刈払機の性能試験,眞試験場研究・階№18 5

7 )山陸三平 :防坂ハンドルつきチェンソー.グリ・・ンエージ昭和41年8月号

ん4I年度の就旋計逾

その後さらに改!1されてさたチェンノ ーおよびソーナエンの性能試験を魅続するととも;て,さ 

さらに実際立木伐倒3?のチェンソー所災肋力の測定を飾始し.この種林榮後械の性能向上に役立

たしめる。柚穴棍は性能再空ついてはそ・以吟莒をの造備を寸す小,こんごのこの種林笑檢械、 

の改貝:E処できる熊勢をととのえろ,

5. 41年度の試以役迅と詰杲

0.4 0 4i>.tCX54inのソーヂエン:二ついて・刃角•デブス位かのちがいによる切削性能の比玫 

をおこなうとと7C•目立したV?史すなわち訴旧ソーチェンによる切飾扣在の水較善も夷您した。 

また•荘律および沼ER堂件家节内で,咯尊立木伐倒およぴ玉V時の庆於冲力の明定をおこない,い 

史まて・動力鋸性能滩・装密により獲得した央ぐの混炯生能試旅粘溟に对して.山壇窓林での実根 

の使用による動力性能測定爲果からの裏付けを開始した-これらの试検結果につい<11.現在と 

りまとめを続行中である。

&こんごの問以点

チェンソーおよびソーチェンについては,その基本駆断性健;てつき•哭験室内および现地にお 

いて,羽力.認性能试駒装片および前潭!障測定披嚴によって.圣統的に墓瞳資為の果料にっとめ, 

この穂機はのたえざる性能向上は役立たしめ.低探にして牲能秀れた国洗檢の聞発を促進するこ 

とがきわめて大切である。

また,植穴锅概については.さらにより軽牡にして植穴期り能力のある械植の出現を期诗され 

ている現状にかんがみ.植穴堀り衝烟トルクの緩尚を可能とした高能力輕な檢の出現;C役立つ技 

術資汗の授彳うにつとめる必要がある。
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2 5 休業機械の性能試矣に関する研究

2 3 — 2区索の彼方・試め

1.韻芸担当者 •

後械第一研究室:上tH 斤:.”上 强 此 ・血ー

2•弑怂目的

林菜用倒・の使用呂は?ザ年増加し,その年間演耗竟はかなりの金額になっているので,用・方の 
若命に影舊する要因を究明し,銀宪の攝成・迎您飾を遐定する場合’あるいは良質の攵貫を僧入 
するための検査要鄧.卒についての笏考資"を排るを目的とする。

3.前年庄までの後泡とえられた洁果

瓠材檢作業に供用されていわが;を用途により大別すると・主史と作％"とに分けられろか. 
須羅径»構成はもとより,綢ぶの受けるにカ席係もこの両者の間ではかなり異なるので,・は 

それぞれ;て分けて実施している。
①主宏の•虔労孩験
主搭め技労試験は,小角匯曲げ疲労试験機により行なっている。本顺櫻は6 X 7 Afl-I 6ぬ 
绥・を使って.張力(扱大)5へ顷荷重(战大)1tの条件て•撒爲を上下方向に往復也建さ 
せ,供試定が使用削限の状態になるまでの往復回四を求めるものである。1畴問の往復回哉は 
約千回•飴器走行区間は約1.5 m ,供試宛は約2 mて・ある。
本試験桜は,昭和3 8年末に設催され,5 9年度はあ從詰:談な行ない.この成果を基磴に

4 〇年・度は林野庁において請入した1〇社の6 X 7 A *P：16由綱叔てついて耐久比疾試験を行 
ない,その結果は•4 〇年度眼吿#を提出した。また.これまでの洪験成果は林学会およびワイ 
ャロ -プ硏究会(沼麻I 4 〇年度泣笑:刃係学炳会合同秋季大会)において発表した。その亞映を 
派べろとつぎのとおりであるっ
イ・闹ぷ(主・の堤含)〇 s - n曲線が很られた。第など一段の材料については,材料が受け 

る応力(s)とスR： ( n)の関係を些示した$ — h佃線を疲れ试験にょ9求め,設計など忙 
活用していろが.主んの拘合の:-;-1曲線は•ニれ土で発表されたものかなかった。そこで朮 
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リを5 . •!・5 r ;横・ごホ・をi , G•「5 , 0. 5 tの各XWザつを選び.この紐合せXなる 
•このテータを挨嘉した結果・つぎの乎法でS-N曲線が 

"仃":ることが分った,,すな・【こ-い［： £ 5の曲げ応力の式 びb=W'A\/Eb/“ t" 

て求めた0bを左旳に.お念を憐柏に,それぞれ対故目幽にとってブロットするとS-NI由 
條は塩らニニにV3裕荷預•A•よ用七の•右幼断而拼.Sbは诵崇の曲げ己カ弹性衆故で 
2 I . D 0 OKg/Eとした:atは'海・:・の引我匸”.贝、は刀初>脳げ応力で曲る。

このS - N曲决を利用すると,16 m以弭の％誓Mについてら加;を七感;:1入れた主芸の 
崙カ.红荷の決定が可能になる以か,・必の張り停え時期の勤琶がたてられるなど,作業の 
安全・片理C面でも右効である〇
«,企ぶの寿命K形務を与えていると考えられる以!りび2〜5挙げられた。菊密のノ・•命は同一 
企社の裂晶でも.殺璃上のある一部の条件を変えてもかなりも曲にあ彩を受けろことが・任 

•吃性能比較試験の粘果判明した。そして)0&I避の电命の間には2〇〜4 〇/ぐらいの吉の 
あることが分ったカ;•これは需要・石伽として大普な問翌!である。そこでこの差達をもたらし 
たと考えられる吳因を』赫するため•素顒の機械的性賞の個走をはじめ,より長さ,心綱の 
太さ,あるいは濫線の金切ft!楹とくに後炭の冇無件・一応考えられる因子について爬死.粗 
察し•これらあ結果を为命と对此して.梢関のありそうな因子を孫した紿果.つ・•の因子が 
かなり将命と関係がありそうである。
i )ストラント・における心終!と側・禄の直徒の比・これは定快としては6 %ぐらい心股を太目に 

するのが氏いとされてきたが•各社の關で6 %に近いものは1社だけて,心鮫と倒憑が同 
じ太さのものは例外なく狩佥が短かかった。

n)型付率は作業本の場合.方命に影・脅するという松告があるが(後述)•主場合も
9 〇 %ぐらいの型付率のものかス谕が長かった。

iii)非金風介在物が緩労に影醬することが学会に発表されるようになってからそう年月は経 
っていないが.钢荥に対しての.報告はない。メーカーにおいては鮭収的従非金風合在物が 
多いと伸明!工程において’ド故を起こすK(因になることは分っていたが.綾労に対してどの 
并度杉羿するかということは従:来あまり検討されなかった。米こで今叵Iの各th・線ぽつい 
て,横断•縦断面について検鏡を行なった結果(ただし|本のストランドのみについて行 
なった)•ノ子命の長いものは活浄度が良く,たまに| 〇ミクロンぐらいの糾長いものがあ 
る程度であるのに対し■寺命の短い(存命の長いものの4 〇 %・落ら)もの(12〇 — 3〇ミ 
クロンぐらいの巨大なものがかなり多く見られることを発兒した。こマことは将来铜ー・:め
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良否を使用前にわいて判定する5えに役立つものとろえられる:
上Hi実・方庞敏彥•英田项ー:林業用知その正六に明すろ西げ般河についてE.i*114 0：|-.

ワイキ u -•プ谤究僉
上田実:発•初小角度曲げ:度労について,饴7 6回林学会講彼
上田実・斎旌紡ほ•柴田;貝ー:冋上(2報)•第7 7回林学会溝演

②作業案の破労試後
作菸我の疫労就験はS曲げ度労武.钢£より行なっている.本試験拟は;〇皿泪、明として 

製作されたもので,張力(岐大)1.4 Eを与え•3個の滑車を通過させることKより供以目C 

s曲げ2回を与える往復式弓i浅曲げ技歇機である。1時!;aの往復回改は約2千回・二•の移;加・ミ 
H1.2m .供試;;は約2. 5 mである。
木試験敬は,昭和5 7年に我置され,1年間の基遂萩を行ない.この成梁を利用して林3 

厅が賭入したI 〇社の刽ぷ6 X19 A:校1Q细についての时久比杖找験を昭和5 8年度行ない. 
報告洒を提出した。その概妾を述べるとつぎのとおりである,,
イ,傍密(作笑志の場合)のS-U曲箇!が彳gられた。作芸定のように话車に幣必がを巻っく :} 
合の的げ応力は<7b=Eb d/Lなる式で求める炉(ただし.Zbは須索の的げ応力曹性係效 
で21,。 0 0阮/収にとって计第:した.dは紊線径,Dは滑車直径に绍宛径を加算したピッ 
チダイヤである),このbbと引張応力arを加“したものを糕軸に.寿命を横軸に,それ 
それ対数目盛にとってブuットするとS-M此線は褂られる。この手法を他の研究檢関)こお 
いて発表された鋼來の疲労試険データについて徳してもS — N曲總カ:待られることが確危さ 
れた。

° ・籍索の为命K彩務を与えていると考えられる便因か2〜う举げられた。
I )型付率は綱索に不反掇性を与えるために,钳索をよろ工程の直前においてストラント•ほ 

よりに近い塑生変形を与えるが(これを型付けという)•この際の変形の税既を示すもう 
で,9 〇%ぐらいの型付宰が•良いといわれてきた 留土の型付澀を測定した紡果8 〇〜 
1〇 〇 %の問に分布していたが.9 2 %付近のものか寿命の烷い倾向が得られたc

ii )心鋼は宛定め中心yあって,各ストランドが外力を均筈に負犯し,かつ紐索の型くずれ 
を防ぐための緩簡物としての役割りをするほか,ロープ油の柄給陳でもあるのセ•その太 
さ・せん維の原料,よりの便秋などが鋼索の寿命にかなり彩擀するといわれてきた。ft-： 

の心拗を“球奁した結釆•原飼もマチマチで,心綱の备手総敖にもかなりの沱違のあること 
が分った.そして心綱は極力太目のものが曲げ坡労に対して強いことが分った。
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iii)す啄の我而あらさは,一城坊の疾れ試齢の橢加ヾと寺命に影悖する要因であることが 
予想される。すなわ・・炎而,凹凸か:-、るとここに応力か集中して•表面が平滑な場合に 
比べて割芯の応力を受:・るたのである。各・?土の我巍の我面を顕徵謨(倍率イ〇倍)で敏察 
比汲して•“だところ•右食の反い、のは平而な真がはだを示しているのに対し•や叙の短 
いものは,ばだがかなり荒れてんり,伸斗加工エ制匚生じるダイスざずや,腐紙を受けた 
ような凹凸がかなり目立って多かった。このことから索讓の表面はだは平治なものが曲げ 
褒労に対して強いことが考えられる。

IV)软i!の蛻炭についても•前項i司様:万命に彫目イることが予恕されたので,各社の滴敏の 
僉断組械を検鏡したところ•脱炭のひどいものは火金も短いことが分ったe
上田火。?;f永貢:術案の疲労此閏する状號欢告(1),^7 4回林学会諸演
上田一。•対i:林薬用綱史の疲労に関する研一(新報)作楽;め嫌返し引强曲げ就 

験林意試绞均研究緩吿弟16 4号

4・4I年成の試怂計面

(イ)•主安の疲労試験
前年度の試験において方侖に影響を及ぼすと考えられた礎因について・混慰のためのば験を 

行なうこと此した。すなわち,驭付・宰•増径率(翅麒に対してん淞の増径された比率)および 
抗張力の相違がどの行盛寿命に影野するかを;调ベる制:験である。このため型付.猖は8 0 . 9 0 

！ 〇 〇のる通り増産宰!土 9.6,3%のろとおり•抗張刀については】6 5.1 9 0.2 1 5 

阮Z眾の3通りの供弑鼻；(それぞれ同一会社において他の条件は同じに製作した)を準錦した。 
試験条件{まS-N曲線の询端部と中央部における1点の都合5条件で行なうことにした。
(5t-0. 75t；4t-1 t ； 5 C-1 t )なお詫成は 6 X 7 C/L 1 &sa である。

(ロ)作栄素の疲勞試験
昭和3 8年度に行なったと同じような各社性能比較試吸を丨2皿耳京について行なう〇ただ 

し構成は6 X19と6 X F1(25)の2通りであ〇 〇

5. 41年度の試段経泡と结果

(イ)主宅の我労試験
認褒結果を表示すると弟1表のようになる。これよりつぎのことが考察される〇
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我ノ・

件 
な毎、

助次
5C .',〇,75t_ :•■It 5 tX| c

考六声
___ N ^ • •

"〇强 1 4.0X,®° 8.55 .;■ 增径案 3.7%

型 付宰 9 2 1 6.5 1 0.0 3.8

8 2 I 7. 5 ^ 豎___

9.0% i 1.0 4.5 4.0 里付宰 9 7 %

増 径宙 6.6 1 3.0 6.7 4.5 9 7

3. 5 9.7 5.0 4.5 9 7

ゝ6 5切 7.75 5. 2 5 6.5 増径宰 11.2 %

19 0 9. 2 5 3.3 6.7 5 グ 1 1.2

抗 張力I 2 1 5 8.7 5 7.0 6.0 11.2

2 1 5 9. 7 5 6.7 5 6.5 » 1.2

2 1 5 1 0.2 5 6.7 5 7.2 5 5.6

i)型付室
張力によって魂付名の効果がて-ていろようである。5 tの揚会型付率か:低くなると先仓は 

長くなる侦曲を示す舟•4 tの岡合に型付;車が9 2核の啲が一番長くなっている。そして 
段髙の汚命に対して約4 〇 %程縻の着のあることが分る〇林まの傾台芸力安全寿はうにとる 
ことが多いから,試淡条件からゆくと5 tという土とになるか,5 tの垮合の型付;幸による 
相達は17 %とかなり少なくなっており.これで,土データのノ:ラッキからいって型付辛をさ 
ほど問題にすることもないようであるが•4 ぐの場介の沿果も考慮に入れると,型付京は 
9 2 %ぐらいが適当ではないかと考えられる。

ii) 増很率
増窪率は型付率より为命に彩曲するような侦向かある.もっとも張力3 SCなると増遂.•；. 

の差はほとんど紹められないが•强力が5 • 4 cにおいてはる%の適径率K利して他のもの 
との雀違は就高4 Q %もあり•かなり効柴的な要因ということ舟いえろ。

iii) 抗張カ
景糾宏狀カは普湖I 6 5*/境のものが一般に用いられているが.燈近吊荷を増やすため
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»c 215命/戒5のものも使わ以打, < い"って.’一・;:、‘げバ‘史ミニ,?；fro彫停はよく論議さ 
れて?だ>芯.•だの法果は一応;215 Kグ/点のも、つ:)；Rいよう・ごもるが.ボ径密がI1.2 %の 
ものは必ずしも2 I S M/はが上いともいえないMりで,1? 切,勺;::I <そうで•らる・ 
在試將では5 t<の城力を农島にとったが6 tの荥ジマも式性をしーこ比マしてスれば•役労が 
はっきりしたことと思う、

(°)作案ぷの疫労,注城
法・泣,Wは4 I年躲に牯蜉庁に編号したとおりでお〇が,これを哽构するとつぎのとおりで 

ある〇
I) 6X| 9と6 X r1(2 5 )。 ◎命は•前者が後若の約半分•である。
II) 会出罚のな命の差淖は.前回作冬災の戒;a史行なったときと冋じぐらいのものがあり・金 

こめ静を及ぼしているとみなせる性［寸として近らた:ー彳:企崛介在ゆ•莅なの成分としては涧, 
云黄がかなり終・しているような倾向が術られた。

6.こんこの問題点

(イ)林野厅において購入されている浏くの住会出印の性能の相從は.前述のごとく過去3回にわ 
たっては模した結果.約5 〇〜4 〇%虽・髙と娘低ではあること舟分ったが.同じ会社内におけ 
ろ性総の刘達は甲宅的なデー々しかもっていないので.こんごは会社内のパラッキの範照も澗 
也してみる必浅がある。

产)これまでの,式软で,金の牲能に影岑する娱!ヨはかなり分ってさたが.さらにこの究明を挽 
け,钢・港店人する•弟合の検•在要侦・あるいは品傍基準を藏だしたい”
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